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大阪平野の東側、生駒山麓に位置する八尾市は、古代は河内潟に望み、豊か

な山野を控えて、大和との交通の要所として発達 してきました。このことは、

近年の発掘調査の多大な成果からも容易に伺うことができます。このようなま

さに遺跡の宝庫ともいえる街であるだけに、開発事業にさきだつ、遺構確認調

査がますます重要な意義をもってきております。本市ではこのような現状を踏

まえ、文化財の調査、保存、啓発をすすめていくために、文化財室を文化財課

として昇格させ、よリー層の文化財保護行政の充実を計ってまいりました。

本書は平成 4年度に行なった調査の成果をまとめたものであります。本書が

学術研究の基礎資料として利用され、また、八尾市の貴重な埋蔵文化財を理解

していただく一助となれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、これらの調査にあたり、御協力と御理解を賜わりまし

た関係各位に厚 く御礼申し上げます。

平成 5年 3月

八尾市教育委員会

教育長 西 谷 信 次
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1.本書は、平成 4年度に八尾市教育委員会が公共事業に伴い八尾市内で実施した遺構確認調

査の報告書である。

2.発掘調査は八尾市教育委員会文化財課 (課長 田中弘)が主体となって実施した。

3.調査は八尾市教育委員会文化財課の米田敏幸、1首斎、吉田野乃が担当し、調査にあたった。

4.本書は巻末に記載した調査一覧表のなかで、特に成果のあった調査についてその概要を収

録した。

5,本書の作成にあたっては、潜、吉田が執筆・編集を行った。

6.現地調査・報告書作成にあたっては、以下の諸氏の参加・協力を得た。

横山妙子、米原洋文、中西隆子、横山典子、片山武志、堀本昌宏、田中祐子、福桝幹祐、

常藤津久美、清水妙香、藤中貴子、松島賢治、濱田千年、三笠駿一
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1.中 田遺跡 (91-353)の調査

八尾木北 2丁目地内

平成 3年 12月 10日

公共下水道工事 (第34工区)

人孔部分 (2mX2m)を 対象に 2ヵ 所調査区を設定し、各々を】ヒ調

査区、南調査区と仮称した。北調査区は地表下1.25mま でを、南調査区

は地表下 0.6mま でを機械で、以下をそれぞれ人力を併用して地表下

2.lm前後まで掘削を行った。

北調査区 一 旧耕作土は地表下0.95mでみられる。しかし、南調査区

では地表下 0。 4mにあることから、調査地は南から北に向かって傾斜し

ていたことがわかる。地表下 1,4m前後では⑤灰白色粘質土をベースと

する畦畔状の高まりが確認できることから耕作面の可能性が指摘できる。

だが、ベース面となる⑤層及びそれを覆う④褐灰色粘質土層で遺物が出

上しておらず、時期などは不明である。ただ、第 4層では炭化物が層中

伽出1醐口囲劇
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第 1図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 2図 調査位置図 (1/100)

に混じっていた。⑤層以下では⑥～③層まで粘土層が堆積しているが、

遺物が出上しているのは⑦灰色粘土層だけである。しかし、土師器の破

片 1点のみで時期は明確ではない。しかし⑧暗灰色粘土は南調査区との

対比から古墳時代頃の堆積層と推定できる。

南調査区 ― 旧耕作土直下の③暗緑灰色粘砂層から遺物はみられる。

地表下 0,7mの③淡灰褐色粘土上面からは溝 1が掘り込まれており、そ

の出土遺物から鎌倉～室町時代の遺構面と考えられる。また、その下部

の⑩灰色粘土でもピットを 1基確認しているが、遺物はみられず時期は

不明である。そして地表下 1.2mの⑫淡茶灰色砂質土層・⑬褐灰色粘砂

層はいずれも鎌倉時代の遺物包含層であり、⑫層上面では溝 2が掘り込

まれており、出土遺物から鎌倉時代初頭の遺構面といえよう。地表下

1.55m前後の③暗灰色粘土層では遺物は北調査区同様出土していないが、

調査区の】ヒ側で③層を切り込む形で⑩暗茶灰色粘質土がみられ、この層

中より、古式土師器の破片が出土していることから古墳時代の包含層と

みられる。

6.遺構・遺物   〔溝 1〕  ③層上面で検出。東西方向に伸びる南肩のみ検出できた。長

さ1,65m、 最大幅0.45m、 深さ0.22mで埋土は暗灰緑色粘砂である。出

土遺物は瓦器、土師器、東播系の播鉢、火舎、瓦質羽釜 (1)、 1枚作

りの平瓦等である。瓦質羽釜 (1)は内湾する日縁部に 3乗の凹線を巡

らしている。内面は上部1/2は横方向に板ナデ調整し、以下をヨヨナデ

し、外面ヨヨナデを行っている。

〔ピット〕 ⑩層上面で検出。円形を呈し、最大直0.22m、 深さ0.18m

を測る。埋土は①灰白色粘砂である。

〔溝 2〕 Q〕層上面で検出。東西方向に伸びる北肩のみ検出できた。

長さ 1.3m、 最大幅0.75m、 深さ0.45mで埋土は⑭灰茶色粘砂と⑮明灰

色粘土であるが、特に⑮層には植物遺体が多くみられた。出土遺物は⑭
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層で土師器皿、瓦器椀の破片が、⑮層で瓦器椀 (2,3)、 土師器皿

(4～ 6)、 平瓦等である。瓦器椀 (2・ 3)は和泉型に属するもので、

(2)は日径15.lcm、 器高 4.6cmを測る。外面は下半部をユビオサエの

後ナデ、上半部にヨヨナデを行い、内面は見込みに粗い平行状暗文を施

している。尾上氏の編年のⅢ-2期に相当する。 (3)は日径15.6cm、

器高 4.7clllを測る。外面は下半部をユビオサエの後ナデ、上半部にヨヨ

ナデを行い、内面は見込み部に格子状暗文を施す。尾上氏の編年のⅢ―

1期に相当するか。土師器皿 (4～ 6)の日径は、順に 8.3cln、  8.5cm、

8.6cln、 8.8cmを測り、日縁部の調整手法は (4)は 1段のコヨナデと面

取り、 (5)は 2段のヨヨナデと面取り、 (6・ 7)は 1段のヨコナデ

であるが、 (7)のみ内外面に指頭痕を残す。

次に⑬褐灰色粘砂層から出上した須恵器の壼の日縁部 (8)と青磁壷

南調査区 価嘲

①

⑫
③
・
⑨

① リ

開∠_忌
③
に 0

⑦

第 3図 基本層序模式図 (1/40)

―

④

① 盛 土
② 旧耕土
③ 渕団離弊紗
④ 褐灰色粘質土
⑤ 灰自色粘質土
⑥ 灰白色シルト混粘土
⑦ 灰色粘土
◎ 暗灰色粘土
⑨ 淡灰掲色粘土

⑩ 灰色粘土
⑪ 灰白色粘砂
⑫ 淡灰色砂質土
⑬ 褐灰色粘砂

忍 銹委琶穂望)溝工
担+

⑮ 暗茶灰色粘質土
佑墳時代包含層)

⑦ 暗灰色微砂
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第 5図 出土遺物実測図 (1/4)

(9)についてであるが、 (8)は日径 6.8cm、 日縁端部は外方に肥厚

して丸みを帯びる。 (9)は越州窯系青磁の四耳壷の耳部分である。外

面は緑黄色、内面は黄緑色の色調を呈す。

今回の調査は下水道工事の人孔部分 (2m× 2m)と いう狭い範囲で

行ったものであるが、H世紀から15世紀にかけての遺構・遺物が出土し、

良好な資料となった。これまで中田遺跡は弥生時代末期から古墳時代に

かけての遺構が主として調査されてきており、多大な成果を挙げてきた

が、ここ1～ 2年中世の遺構検出が目立ってきている。その幾つかは現

在の由義寺を中心として西にみられ本調査地も由義寺から西北へ 150m

の地点で行ったのである。今後周辺の調査の増加に伴う、資料の蓄積に

より中田遺跡の中世像が明らかになることを期待したい。   (漕 )

尾上 実「南河内の瓦器椀」『藤沢一夫先生古稀記念古文化論叢』1983年

V
9甲
△

1“m

7.備  考

8.参 考 文 献
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2。 中田遺跡 (91-354)の調査

八尾木北 2丁目地内

平成 3年12月 13日

公共下水道工事 (第36工区)

管路 (幅 lm)途中で、任意に調査区を設定し、地表下 1.8m前後ま

で調査を実施した。調査は地表下 1.2mまでを機械だけで、以下 0.6m

を人力も併用して掘削を行った。

東・南・西壁の断面を観察したが、いずれも異なった堆積を示してお

り、展開した図 (第 8図)で説明する。

盛上を除去すると、南壁中央より西では第 1層茶褐色砂質土が現れる

がそれを切り込むように東壁では旧耕作上がみられる。第 2層やはり南

壁中央より西では灰褐色砂混粘土・灰白色礫混粗砂だが、東壁では淡緑

灰色礫混粘砂・淡緑灰色礫混粘砂Ⅱが堆積している。第 4層はいずれの

壁でも褐色粘上がみられるが、東壁では灰黄褐色粘砂が切り込んでいる。

第 6図 調査地周辺図 (1/5000)
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―調査区

Ｆ
＝

＝

第 7図 調査区設定図 (1/600)

東壁       南壁 西壁

① 盛 土

② I日3tF■
③ 淡緑灰色礫混粘砂
④ 男鱒販也欝財能

"I⑤ 茶褐tV/1H■
⑥ 灰褐色砂混粘土
⑦ 灰自色鰯 砂

③ 褐色粘土

③ 灰黄褐色粘砂
⑩ 褐帥 色粘土

① 灰色砂混粘土
⑫ 褐職 土 (ピット1)

④ 明灰色粘土
⑭ 灰黄色礫混粗砂

6。 遺構・遺物

第 5層は褐色班灰色粘上が調査区中央より東でみられるが、検出したピ

ット1を境にして灰色砂混粘上が堆積している。この第 5層上面が遺構

面となる。第 6層は明灰色粘土で西壁ではみられない。この層からは須

恵器の墓、土師器の甕、高杯の柱部の破片等が出土しており、古墳時代

後期の包含層となる。第 7層は灰黄色礫混細砂でこの上面でピット2が

検出でき、また、須恵器の甕、蓋灰等の破片がみることができ、第 2の

遺構面になる。

〔ピット1〕

第 5層褐色班灰色粘土上面で検出。幅0.34m、 深さ0.22m。 埋土は褐

灰色粘上で、須恵器の杯身 (1)、 盈の日縁部、甕等の破片とともに小

動物の骨片が出上している。 (1)は日径13.8cm、 淡灰色を呈する。中

村氏編年の 1型式 5～Ⅱ型式 2段階に比定できよう。

〔ピット2〕

第 7層灰黄色礫混細砂上面で検出。幅約0.22m、 深さ0。 16m。 埋土は

暗灰色砂混粘土で、内外面ハケ調整の上師器の破片が出上している。

□□
□
□

(1/40)
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下残

，ヽ

7.備

第 9図 出土遺物実測図 (V4)

(明灰色粘土層出土遺物}

酵の体部 (2)は径10clllで、内面に漆が付着しており、外面上部には

カキロ痕を施す。

(灰黄色礫混細砂 }

甕体部 (3)は径20,4cm、 外面上部にやはリカキロ痕を施している。

下部はカキロの上からタタキ調整を行っている。杯身 (4)はたちあが

りの端部に段を有する。 (5)は格子叩きを施している甕の肩部である。

今回の調査では 6世紀前葉に位置付けられる遺構を検出した。特にピ

ット1では小動物の骨片が出上し、また包含層中から漆の付着した盈が

出土したことから祭祀に関連する遺構であることが考えられる。 (漕 )
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3.中 田遺跡 (91-503)の調査

中田 5丁目75-107

平成 4年 1月 9。 27日

公共下水道工事 (第30工区)

人孔部分 (2m× 2m)を対象に 4ヵ 所調査区を設定し、各々第 1調

査区～第 4調査区と仮称した。それぞれも調査区は地表下約 lmま でを

機械で、以下を人力を併用して地表下 1.8～ 2m前後まで掘削を行った。

ここでは遣構・遺物が出上した第 1調査区と第 2調査区を中心に述べ

ていく。

第 1調査区

約0.67mの盛土を除去すると④淡灰色粘質土層がみられるが、それを

②旧耕作土と③暗緑灰色粘砂が切り込むように堆積しているのが確認で

きた。近世～近代の耕作地として整地されたものである。地表下 0。 8m

(TP+8.8m)前後の⑤褐灰色粘質土は瓦器、土師器、須恵器等の破

Ⅷ 脚
↓
封

「
岬
‐
…―

一翌

師「一一

‖翻圏田廻
脚 浮

田 a

調査地周辺図 (1/5000)第10図
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第11図 調査区設定図 (1/2500)

片が出上しており、中世の包含層とみられる。旧大和川の洪水による堆

積層とみられる⑥灰色粗砂を取り除くと、地表下 1.lm(TP+8.5m)

前後に③灰白色粘土をベースとする古墳時代初頭の遺構面が確認できた。

そして、地表下1.25m(TP+8.35m)前後の淡青灰色粘上が同時期の

遺構面となる。

第 2調査区

盛土、旧耕作土とその床上である⑮暗緑灰色砂質土を除去すると地表

下 1.Om(TP+8。 9m)前後で、⑭褐灰色粗砂がみられる。この⑭層

には須恵器、土師器の破片が若干含まれている。⑮暗褐色小礫混粘砂で

は古墳時代後期に比定できる遺物が出土している。そして地表下1.43m

(TP+8.5m)前後の⑮暗灰色粗砂質土は庄内甕とV様式系の甕を多

く包蔵している古墳時代初頭の遺物包含層であり、0,24mの厚さで堆積

している。この⑮層の下部ではやはり旧大和川による堆積層とみられる

⑬灰色細砂層を切り込む形で古墳時代初頭の遺構面となる①淡青灰色粘

土が調査区中央から南側 (第 1調査区の方向)に堆積しており、ここで

遺構を検出した。

第 3・ 4調査区

⑭層を確認することができたが、遺物はみられなかった。それ以下で
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第 3調査区

T.P
+00m

⑬暗縁灰色砂質上  ① 暗青灰色粘砂
⑭褐灰色粘砂    ⑩淡暗青灰色粘性ンルト

第2調査区第 1調査区

⑫

① 盛 土
② 旧耕土
③ 聯級 研 占砂
④ 淡灰色粘鷲土
⑤掲灰色粘質土
⑥ 灰色祖砂

6.遺構・遺物

①

①

墜②型

⑦ SF-1
③ 灰自色粘土
③ 淡掲灰色粘土   ⑮ 暗掲t7」 礫ヽ混粘砂 ⑪ 褐灰色粘土
⑩ SF-2     ⑩ 暗灰色粗砂質土  ② 褐灰色砂質粘土
①淡青灰色粘土   O sD-1
⑫淡青灰色砂混緒土 ⑬灰色細砂

④ 淡黄灰色砂質ルト
⑭ 灰色微砂シルト

第12図 基本層序模式図 (1/40)

は上述の調査区とは幾分異なった堆積を示しているが、第 3調査区では

⑫層が第 4調査では⑬層がそれぞれ最下層で確認された。

第 1調査区

〔③灰白色粘土上面〕 ピット4基、焼土坑 1基が検出した。このうち

遺物が出土したのはSP-1、 SP-2、 SF-1で ある。
<SP-1>

やや楕円形を呈すると思われるピットである。短径0.53m、 長径は検

出できた部分で0.64m、 深さ0。 18mである。埋土は灰色粘質上で、庄内

期の甕 (1)等が出土している。

<SP-2>

ほぼ円形と呈するピットと思われるが、1/3が調査区外にでるため大

きさは不明。深さは0。 15m。 埋土は暗灰色粘砂で、布留式古相に比定で

きる甕 (3)が出上している。 (3)は最大径が中位ある球形に近い体

部をもち、日縁端部は内方へ若干肥厚する。体部外面はハケ調整がみら

れ、内面はヘラケズリを施し、底部付近には指頭圧痕がみられる。

<SF-1>

楕円形を呈すると思われる土坑であるが、1/2が調査区外に至るため

全容は不明であるが、断面では0,79m、 深さは0。 14mを測る。埋土は非

常に多くの炭を含んでいる淡灰黒色粘上である。遺物は高杯の裾部、有

⑫

-10-



第 1調査区

剖

卜

第2調査区

第13図 調査区平面図 (1/40)

段鉢 (2・ 4)等が出上している。

〔⑪淡青灰色粘上面〕 焼土坑 1基を検出した。しかし、遺構の上部分

1/31ま一部しか確認することができなかった。

<SF-2>

やや楕円形を呈すると思われるが、やはり大半が調査区外に至るため

全容は不明であるが、断面では、0.89m、 深さは 0,2m、 を測る。埋土

はSF-1と 同じで多量の炭を含んでいる淡灰黒色粘土である。遺物は

高杯の杯部 (5)の他に器台、小型丸底壷、庄内甕の破片が出上してい

る。

第 2調査区

〔⑪淡青灰色粘土上面〕 溝 1条 (SD-1)を 検出した。

<SD-1>

東西に伸びる溝で、北側の肩のみ検出した。検出長 lm、 幅0,35m、

深さ0.18mを測る。埋土は暗褐灰色粘質土。上述したが、この遺構面は

⑬灰色細砂層を切り込む形で遺存している。台付き鉢と思われる台部分

と緩やかに内湾する口縁部を持つ甕 (7・ 8)等が出上している。

(包含層出土遺物}

(6)は 9層淡灰褐色粘土層から出上した鉢で、日径 13.7clll、 器高

7.lclllで、底部は丸くなっている。調整は不明。布留式古相に概ね否定で

きよう。

イ
ーー
ト
く
―
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7.備

第14図 出土遺物実測図 (1/4)

今回の調査は2mX2mの 人孔部分の素掘りの調査のため、深くまで

掘り下げることはできなかったが、第 1・ 2調査区では多くの知見をえ

ることができた。第 1調査区では焼土坑を 2基検出し、また甕を埋めた

ピットが検出出来たことから住居趾の存在を推定できるものであり、ま

た、第 2調査区の溝を構築していた遺構面は細砂層を切り込むかたちで

遺存していることがわかった。旧大和川の堆積層あるいは支流の一部と

思われるが、付近での調査では今後注意する必要がある。   (漕 )

-12-



1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 経 過

5.基 本 層 序

4.恩智遺跡 (91-540)の調査

恩智北町 4丁目

平成 3年 1月 22・ 23日

市道拡幅工事

調査時には工事区間の北側はすでに擁壁工事を終了していた。施工予

定地の南端から40mの部分、道路が西へ張り出す変換部分 (本文ではこ

こを基点と呼称する。)か ら南側では幅約 2mにわたって削平されてお

り、高さ2mの崖面状をなす状態であった。この断面を観察したところ、

基点から 1.5m前後のところで埴輪片、須恵器片の露出がみられた。そ

こで、八尾市道路課と協議を行い、崖面となり断面の露出している、長

さ約20mの部分について、精査を行い、図面の作成、遺物の採集を行な

うこととなった。

この結果、当調査地における基本層序についておおまかに把握するこ

とができた。まず、地山とみられる灰青褐色砂質土は南側にいくに従い

第15図 調査地周辺図 (1/5000)
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6.遺構、遺物

高くなり、基点から12m以南のところではこの下で褐色礫混シルト、暗

茶灰色礫混砂質上を確認した。この上には灰青色粘砂層、灰青褐色粘砂

層が堆積する。ここでは全く遺物を確認しておらず、地山となる可能性

をもつ。弥生土器等を含む淡灰青色粘砂層が堆積しており、上面にはピ

ット、土壊などのきりこみがみられた。このうち、S K01には弥生土器

小片が含まれていた。この上では瓦器片等を含み、中世の包含層と思わ

れ明淡灰色粘砂層等を確認した。この上は表上の堆積となる。

埴輪片を確認したのは基点より南へ約 0.8mの地点で幅 2.Om、 深

さ 0。 3mの溝状遺構である。これは、茶灰青色粘質土層をベースにして

きりこんでおり、さらにこのベース層を中世包含層にきりこんでいる。

この掘りこみは古墳の周濠等になる可能性もあるが、判然としない。

第18図の 1～ 5は溝は溝状遺構から、 6は、カクラン層から出土した

埴輪片である。 1は最大径17.4cmをはかり、断面三角形のタガをもつ。

外面はタテハケ、内面はユビナデ、ユビオサエを行なう。 4は底部で底

径は16.2clll、 残存高は13.9clnを はかる。断面三角形のタガをもち、外面

はタテハケ、内面は底面方向へ向かうユビナデを行なう。タガ位置の内

面は接合痕はないが、ユビオサエを行なう。 2は筒部破片で外面はタテ

ハケを行なう。 3は朝顔形円筒埴輪の頸部になると思われ、タガの断面

は三角形である。 5はタガ付近の破片。全体に摩滅が著しい。 6は円筒

埴輪の日縁部になるかと思われる。断面台形のタガを貼りつける。焼成

第16図 調査区設定図 (1/1500)
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第18図 出土遺物実測図 (1/4)

は2～ 5は軟質、 1及び 6はやや硬質である。胎土は全体に粗い。

これらは川西編年のV期でも新しい段階に位置付けられ、 6世紀中葉

頃の所産になろう。

今回出土した埴輪はこの付近に後期古墳の存在したことを示すもので

あるが、調査地の東側の現地形に古墳状の隆起は残っていない。ただ今

回拡幅される市道がちょうど埴輪を出土した地点付近から西へ迂回する

ように張りだしていることは注意される。この市道の張りだしもまた、

この付近にかつて古墳のあったことを示すものかもしれない。 (吉田)

ｒ

‐

Ｈみ

ｆ‐

7.備
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.検出遺構、遺物

成法寺遺跡 (92-561)の 調査

高美町 1丁目

平成 4年 2月 24日

公共下水道工事 (発進立坑設置)

発進立坑部分 (東西 2.8m、 南北 5.8m)を対象に地表下 1,8mまで

重機と人力を併用し掘削した。さらに下層確認のため、地表下 3mま で

重機掘削を行った。

地表下 1.6m、 TP+7.2m灰茶色炭混粘砂層上面およびこの下の灰

色シルト層上面で古墳時代の遺構面を確認した。

調査区の南側では古墳時代の遺構面のベースとなる灰色シルト層は茶

褐色斑灰色シルト層に対応する。この下は約 0.3mの褐灰色粘砂層をは

さんで地表下 3.Om、 TP+5,8mま で黄灰色粘土層、灰黄色粘土層が

堆積し、この下は黄灰白色粗砂層の堆積となる。

〔灰茶色炭混粘砂層上面〕S K01-調査区の北西隅で遺構の一部を検出

第19図 調査地周辺図 (1/5000)
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調査地

7.備 考

第20図 調査区設定図

したため形状不明。深さは最深部で0.38m。 底面は段をなして、南側ヘ

おちこみ、直に立ち上がっている。埋土は暗灰紫色炭混粘砂層。土師器

甕片等が出土。S P01-平面、円形。最大径 0.4m。 深さは最深部で

0,34m。 埋土は灰色粘砂層。土師器片出土。S X01-東南部の輪郭が

判然とせず、形状不明。深さは最深部で0.09m。 埋土は灰色粘砂層。土

師器片が出土。

〔灰色シル ト層上面〕S K02-平面、隅丸台形。南北最大長 0.6m、

東西最大幅0.38m。 深さは最深部で0.05m。 炭を多く含む。埋土は灰色

粘砂層。土師器甕片等が出土。S P02-平面、だ円形。最大径 0.3m、

深さは最深部で0.09m。 埋土は灰色炭混粘砂層。土師器片が出土。SP

03-平面、隅丸三角形。最大径0.26m、 深さは最深部で0.06m。 埋上

は灰色炭混粘砂層。土師器片が出土。S P04-平面、隅丸三角形。最

大径0.16m、 深さは最深部で0,08m。 埋土は土師器片が出上。

当調査地に隣接して大阪府教育委員会により、府道拡幅に伴う調査が

行われており、(大阪府教育委員会『成法寺遺跡発掘調査概要V』 1990他)

弥生時代から古墳時代にかけての集落跡等が検出されている。今回の調

査成果も、これと密なつながりをもつものであろう。
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.東弓削遺跡 (91-373)の 調査

八尾木東 1丁目地内

平成 4年 3月 4・ 19日

公共下水道工事 (第19工区)

第 1地点では発進立子と部分を対象にしたが、ガス、水道、NTTな ど
の既設の埋設物の為に lm× 2mの幅でしか調査できなかった。第 2地

点は第 1地点から東に伸びる開削部分 (幅 1.5m)で、約 4mの長さを

対象とした。第 1地点は 1.lmまでを機械で掘削し、以下 2.7mま でを

人力を併用して掘削した。第 2地点は既に地表下 2.2mま で掘削されて

いたので、以下0.45mを人力のみで掘削した。

地表下 1.lmまでは盛土されている。③暗淡灰色粘土は中世の耕作土

とみられ、第 2地点では畦畔状の高まりが確認できた。地表下1.5～ 1.6

mか ら 0.4～0.55mの厚さで堆積している④暗灰色砂混粘土 I、 ⑤暗灰

色砂混粘土Ⅱは古墳時代前期の遺物包含層となる。庄内甕、布留系甕、

鯉 剛

2年唐 ―
市 教

第22図 調査地周辺図 (1/5000)
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6.遺構・遺物

第23図 調査地点位置国 (1/600)

V様式甕、円形浮文を有する重片、器台、土師器等が出上している。し

かし、⑤上面、⑥上面のいずれも遺構を検出することはできなかった。

⑥暗灰色小礫混粘土 Iは炭化物を含んでいる。庄内甕、V様式甕、布留

系甕、器台が出上しており、古墳時代前期の遺物包含層となる。そして

地表下 2.lm～2.25mの⑦暗灰色小礫混粘土Ⅱ上面が遺構面になり、ピ

ット、土坑状遺構を検出している。また、⑦層とその下部③暗灰色シル

ト混粘上でも庄内甕、吉備系甕、壷、高杯、器台等が出土している。

このように遺構面は一面のみ検出しただけであったが、古墳時代前期

の遺物包含層は幾層にも重なっているのが確認でき、短い時間に地層が

堆積していたことがわかると

〔ピット〕

第 1地点、地表下 2.lm(TP+8,9m)で検出。北壁近くで検出し

たため全容は不明である。径約0。 35m、 深さ0。 25mを測る。埋土は暗灰

色礫混粘質土。(1)の庄内甕、修)の壷の頸部などが出土している。(1)は 日

径13.6cm、 残存器高18cln、 日縁端部はつまみ挙げられ、体部最大径は中

位に位置する。外面は上半に細かいタタキを施し、下半はハケナデを行
(註 1)

いタタキを消している。米田氏編年のⅢ期に比定できる。磁)は日頸部は

体部からやや直立気味に立ち上がった後外湾する。外面はヘラミガキを

-21-



第 2地点 (南壁)

① 盛 土

② 暗青灰色粘土 KFel
③ 暗淡灰色活土
④ 暗灰色砂混粘土 I
⑤ 暗灰色砂混粘土Ⅱ
⑥ 暗灰色小礫混粘土 I
⑦ 暗灰色/Jh「T混粘土H
③ 暗灰色微砂シルト
◎ 暗灰色礫混粘質土

(ビット遇当り
⑩ 暗灰色シルト混粘土
⑪ 暗緑灰色微砂混粘土
⑫ 暗灰色砂混粘質土
⑬ 暗灰色粘質土 (炭励

韓 櫛第24図 基本層序模式図 (1/40)

行い、日頸部はタタキを施した後、イタナデで消している。内面は頸部

付近に指頭痕が残る。灰白色を呈する。

〔土坑状遺構〕

第 2地点、地表下2.25m(TP+8.75m)で検出。その大半が調査区

外へ拡がるため全容は不明であるが、現状では南北に主軸をもつやや楕

‐円形を呈する土坑と推定される。深さ0.27m、 検出径は南北 1.5m、 東

西 1.9mを測る。埋土は暗灰色粘質土。 (11～ 13)の甕の口頸部の他に、

多くの庄内甕、布留系甕の破片、ミニチュアの高杯、製塩土器片などが

出土している。こ0は日頸部は「く」の字に丸みをもって屈曲し、外反す

る。端部はわずかに平坦になる。19は 「く」の字に屈曲して、日縁端部

はつまみ上げられる。外面はタタキ、内面はヘラケズリを施す。牡9も

「く」の字に外反する日縁を有し、端部はつまみ上げられ、尖り気味に

終わる。外面にタタキを施す。

(暗灰色小礫混粘土 I出土遺物 (6)}

(0は壼の胴部で外面下位はタタキを施した後イタナデを行い、上位は

ハケナデを行う。内面中位以下は指頭痕が明瞭に残っており、頸部付近

はハケナデを施す。

(暗灰色小礫混粘土Ⅱ出土遺物 (3～ 5, 9))

遺構面のベースとなる層であるが、今回は最も多くの遺物が出上して

③

④

⑤
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暗灰緑υ Jヽ礫混粘砂

第25図 土坑状遺構、平 B断面図 (1/40)

いる。13)は小型の鼓型器台で受部と脚部の間は貫通しており、外面にヘ

ラミガキを施す。は)も器台の脚部で内外面ともにハケメ調整を行う。6)

は吉備系甕の日縁部で、直立した日縁部を有し、端部はややつまみ上げ

て終わる。外面に 7条の凹線を持ち、頸部内面は公ラケズリを行う。詳
(註 2)

細な時期は不明であるが、高橋氏編年X― c～X― eに比定できる。19)

は直口壷で上内方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、上外方へ外反して

伸び口縁部に至る。端部は外傾する面をもつ。外面は7本/単位の凹線

の深いハケメを施す。内面は体部はハケメを施し、頸部付近はナデ、指

頭痕を残す。日縁はハケ調整を行う。

(暗灰色シルト混粘土出土遺物 (7・ 8・ 10)}

17)は中空の小型器台の脚部で 3孔を穿つ。外面は横方向のヘラミガキ、

内面はナデ調整を行う。181は庄内甕で外面は右上がりのタタキを施し、

内面は頸部までヘラケズリを行う。日径19.4clllo tDは高杯の杯部で外面

に縦方向のヘラミガキ、内面に横方向のヘラミガキを施す。

本調査は僅かな面積でしか行えなかったが、古墳時代初頭の遺構面を

確認することができた。また東30mの地点の立孔部分の立会調査では砂

層の堆積を確認しており、自然河川があったことが推定できる。 (漕 )

(註 1)米田敏幸『八尾南遺跡』八尾南遺跡調査会1984

(註 2)高橋譲「岡山県南部地方の土器編年と庄内式」『八尾市文化財

紀要 I』 八尾市教育委員会1988

①

②

7.備  考

8.参 考 文 献
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第26図 出土遺物実測図 (1/4)
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5。 基 本 層 序

6.検出遺物他

7.大田川遺跡 (92-226)の調査

大竹 3丁目5番地

平成 4年 7月 14日

集会用倉庫建設

敷地内の北西隅にあたる施工予定地内に東西 4m、 南北 2.5mの調査

区を設定し、地表下 1.Omま で重機と人力を併用し掘削した。

調査区の北側は排水管埋設時の攪乱層であったが、北側では旧土層が

遺存していた。地表下 0.6m～ 0.7mで埴輪小片を含む灰紫色炭混粘砂

層等を確認した。この下には明灰色砂質土層をはさんで、明灰褐色シル

ト質粘砂層等が堆積するが、遺物は土器の細小片を確認するに留まった。

埴輪片を含む土層はブロック状に土層が分かれている。また、この下に

堆積する明灰色砂質土層から切り込む褐色斑灰青色砂質土層は耕作土と

酷似しており、埴輪を含む層は近現代の整地層である可能性をもつが、

確証となる遺物の出土もなく判然としない。

白色斑淡灰色砂質粘砂層、自色斑灰紫色粘土から炭片などと混じって、
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7.備

埴輪小片が出土した。

当調査地は心合寺山古墳の推定前方部南側周濠位置にあたる。現在、

古墳の東側に周濠の名残りを留めるかのように位置する、大竹総池の南

西堤上端からは、約 6m下がった地点となる (八尾市教育委員会『八尾

市文化財紀要 6』 1992年 )。 また、推定前方部南端からは約50m離れた

地点にあたる。今回出土した埴輪小片が,い合寺山古墳に伴うものか、別

の古墳に伴うものかは判然としない。今後の調査に課題を残す。

(吉田)
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本層 序

8.萱振遺跡 (92-359)の調査

幸町 3丁目80、 83

平成 4年 10月 20日

西郡地区改良住宅建設

住宅建設用地の西側に 2.5m× 2.5mの第 1調査区を、東側に3m×

3mの第 2調査区の 2ヵ 所を設定し、地表下 1.5mまでは機械のみで、

以下地表下 2.6m前後までは機械と人力を併用して掘削を行った。

第 1調査区 地表下 1,6m前後 (TP+3.65m)からみられる⑤暗灰色

粘土Ⅱとその下部層である⑥暗灰色粘砂で土師皿、瓦器椀の破片や布目

痕の残る平瓦が出上しており、中世の包含層とみられる。層厚は⑤と⑥

を併せて0,34mである。また、地表下1.96m前後 (TP+3.31m)の ③

暗茶灰色粘砂が弥生時代末期から古墳時代初頭の遺物包含層になる。

第 2調査区 ここでは第 1調査区でみられた中世の遺物包含層は確認で

きず、弥生時代末期から古墳時代初頭の遺物包含層である③暗茶灰色粘

教_奔三

幽
皿

第30図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 1調査区

第2調査区
① 盛 土
② 撹乱 (ゴミ)
③ 暗灰色砂混粘土
④ 暗灰色粘土 r
⑤ 暗灰色粘土ユ
⑥ 暗灰色粘砂
⑦ 灰色粘砂
③ 暗茶灰色粘砂
⑨ 灰黒色粘土
⑩ 暗緑灰色微砂
① 暗淡灰色粘土
⑫ I日MF■

ｍ

肝

劇

‐十

日

１１

ＩＩ

吐

L

第32図 調査区設定図 (1/1000)

砂が地表下1.55m前後 (TP+3.45m)でみられる。層厚は約0.35mで

第 1調査区よりも厚く堆積している。また、この下部層には弥生時代後

期の遺物包含層になる③灰黒色粘上が地表下 1.9m(TP+3.lm)か

ら約0.22mの厚さで堆積している。③は第 1調査区でも確認しているが

層厚も0.13mと薄く、遺物も出土していない。しかし、平成 2年度に当

教育委員会が行った西約25m付近での調査では弥生時代後期の上器がま

とまって出土している。 (漕 )

8.参 考 文 献   八尾市教育委員会『八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告 I』 1990

第31図 基本層序模式図 (1/40)
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

9.跡部遺跡 (92-331)の 調査

東太子町 1丁目106

平成 4年10月 22日

龍華小学校屋内運動場及びプール改築

屋内運動場及びプールは調査時点では現存していたため、屋内運動場

に関しては建物東側に lm× 1,7mで しか調査区を設定できなかった。

またプールに関してはプールの東側に3m× 2.2mで調査区を設定した。

なお前者を第 1調査区、後者を第 2調査区とした。いずれも地表下 2.7

m前後まで掘削を行ったが、第 1調査区では幅が lmと狭く地表下 2m

前後の⑦暗灰色シルトから水が湧いたためその大半を機械で、第 2調査

区では地表下1.35m以下を入力と機械を併用して掘削を行った。

第 1調査区 ― 地表下 1.5m(TP+8.63m)ま では盛上、旧耕作土、

床上があり、以下地表下 2mまで黄灰色粘砂～粘土が堆積している。上

述のように⑦層が湧水層であるため、⑧層、③層を機械で掘削したが、

第33図 調査地周辺図 (1/5000)
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6.遺構 。遺物

7.備

8.参 考 文 献

第 1調査区

いずれの層でも遺構・遺物等を確認することはできなかった。

第 2調査区 一 第 1調査区よりもおよそ lm現地盤が低くなっている。

しかし、旧耕作上、床上のいずれも第 1調査区よりも 0,7～ 0。 8m低い

位置で見られることから元々テラス状に高くなっていたと思われる。遺

物包含層は地表 1.7m前後 (TP+7.45m)の⑭灰黒色粘土とその下部

の⑮暗灰色粘土、⑮暗灰色粘性シル トである。層厚は約0.65mである。

遺物は破片が多く、時期は明確にしうることはできないが布留式期に

相当すると思われる。また、地表下 2.2m付近では木杭を 2本確認する

ことができた。

本調査地の南西に接する道路部分でlMl八尾市文化財調査研究会が平成

2年度に実施した調査でも古墳時代前期の良好な遣構・遺物を検出して

いる。

lMl八尾市文化財調査研究会『平成 2年度事業報告』1990

T.P十
1α Om

(ユ首)

2 F戸零君艦
¬ イ

i~i隣
「
呼 〕
・
FEB

① 盛 土

② 旧耕土
③ 床 土

④ 黄灰色粘砂
⑤ 褐色粘質土
⑥ 黄灰白色粘土

⑦ 暗灰色ンルト
◎ 暗灰色微砂
◎ 灰白色粘土

⑩ 暗茶灰色砂質土

⑪ 明褐tth砂
⑫ 明掲色結質土
⑬ 暗掲色粘質土

第34図 調査区設定図 (1/2500)
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⑦

灰黒色粘土 (炭fLb)
暗灰色粘土

暗灰色粘性シルト

暗灰色微砂混粘土
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第35図 基本層序模式図 (1/40)
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

10。 中田遺跡 (92-312)の調査

中田 1丁目

平成 4年 11月 24日～26日

公共下水道工事 (発進立坑設置)

発進立坑部分 (東西 4.4m、 南北 2.5m)を対象に地表下 1.8mま で

重機と人力を併用し掘削した。さらに下層確認のため、地表下 3.2mま

で重機掘削を行った。

調査着手当初、既に地表下 1,3mま で重機掘削がなされていたため、

これより上の上層の堆積状況は残念ながらわからない。当調査では三

つの遺構面を検出した。第 1遺構面は地表下1.55m前後、TP+8.4m

前後の褐色斑淡暗灰色粘砂層上面で13世紀代の遺構の検出面である。第

2遺構面はこの下のTP+8.3m前後の褐色斑灰色粘土層上面でこの上

で瓦器椀が 2枚重ねて伏せた状態で出上したため、遺構面として認識し

た。さらにこの下の淡青灰色シルト層上面で遺構面を確認した。

第36図 調査地周辺図 (1/5000)
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6.検出遺構他

□ 調査地

第37図 調査区設定図 (1/800)

この下ではTP+7.6m前後に黄灰白色粗砂層が堆積し、この直上で

は古墳時代前期と思われる土器片を含む暗灰色粗砂混粘砂層を確認した。

〔第 1遺構面〕 S DOと一南北方向の溝で東肩を検出。最大検出長 2.8m。

深さは最深部で0。 15m。 埋土は灰褐色粘性砂質土層。瓦器片、土師器片、

瓦片が出土。S K01-調査区北側で南半分のみ検出。平面はだ円形に

なると思われる。最大径0.58m。 深さは最深部で0.18m。 埋土は黄灰白

色シルトブロック混灰茶色粘土層。瓦器片、土師器片が出土。S K02-

S K01によりきられる。南肩のみ検出し全形不明。深さは最深部で 0.2

m。 埋土は黄灰白色シル トプロック混灰色粘土層。瓦器片、土師器片が

出土。

〔第 2遺構面〕調査区東端で瓦器椀が 2枚重ねて伏せた状態で出上した

のは、前述したとおりである。また、これのすぐ北側の第 1遺構面のベ

ースである褐色斑淡暗灰色粘砂層から金銅製の帯金具の一部と思われる

遺物が出上した。これは当層掘削時に出土したため、原位置を確認でき

なかった。したがって第 2遺構面直上から出土した可能性をもつ。

〔第 3遺構面〕S D02-当 初、淡青灰色シル ト層上面で木質などの有

機物を多く含む淡暗灰色シルト粘土層が南北方向の帯状に堆積するのが、

みられた。この帯状堆積をS D02と したが、これは幅・深さともに不規

則で、底面も細かな凹凸がある。さらに下層確認時にS D02の西側のベ

ースは東根1と やや異なることを確認した。このことから幅が西へさらに

ひろがる溝が当初あり、この溝の東肩部分を中心に堆積する有機物を確

-38-



―

23出土地点

・ 1は 11出鍬

「

司

1 1
せ_ザ )

11.

12.

13.

14
15.

(靭 )

カクラン層

禍色斑淡灰色シルト質粘砂層

褐色斑淡暗灰色粘砂層

掲色斑淡暗灰色炭混粘土層

掲色斑灰色結土層

傾色ンルトプロックD

握舅霧纂度斃

土増
コ

淡暗灰色ンルト混粘土層

暗淡灰緑砂混精土層
(SD02糧四L?)

淡暗灰色緒土層
淡青灰色ンルト層
淡暗灰色細砂混ンルト層
淡暗灰色糧砂混粘砂層

黄灰自色組砂層

―T.P+8.Om

―

WO・8
+J°上一

調査区平・断面図 (1/40)

-34-

一
‐‐

．
・
．

＋
Ｐ

Ｏ
ヨ



~6

哉
茸 2

17

0                                  20om

出土遺物実測図-1(1/4)

-35-

ヤ
2

~4



‐

:Ii:::::::::::::::::::,

く
 ( 〔ケ;::::::::::::::::ュ1

―

o                                    20cm

第40図 出土遺物実測図-2

-36-



7.出 上 遺 物

8.備

認した可能性も考えられる。S P01-調査区北西端で検出、全形不明。

深さ0.06m。 土師器河ヽ片出土。

15、 16は第 1遺構面のS D01か ら出上した平瓦である。 1は第 1遺構

面精査時に出土した瓦器椀である。23が前述の金銅製帯金具の一部かと

思われる遺物である。全体に灰茶緑色を呈するが、一部金色に輝く部分が

ある。全長 4.4cm、 上端幅2.25cmを計る。表面には文様区内に馬上の武

人らしき人物を彫りだす。下半は仏像のようにもみえるが、判然としな

い。裏面には4か所の突起がある。付近の出土遺物に 2の上師皿及び

18の平瓦、20の丸瓦がある。10、 11の瓦器椀が 2枚重ねで出土したもの

である。11の上に10を重ねた状態で出上した。日縁に向かって外上方に

開く浅い器形で、断面三角形の高台をもち、外面の暗文は略される。13

世紀後半に位置付けられる。 3、 4の上師皿、 5の瓦器椀及び 9の同安

窯系青磁椀は第 2遺構面のベースである褐色斑灰色粘土から出上した。

さらにこの層のもっとも下位、第 3遺構面の直上付近で出上したのが、

6、 7の上師皿、19の丸瓦、 8の瓦器小椀である。 8はほぼ完形である。

S D02か らは17の軒丸瓦の他に、22の用途不明木製品、12、 13の上師皿

が出土した。また動物の歯かと思われる遺物 (図版10の24)が出土して

いる。17は S D02の中央の東肩斜面上で瓦当面を上に向けた状態で出土

した。瓦質の重弁八葉蓮華文軒丸瓦で、近接地での中田遺跡調査会調査

時出土例 (八尾市教育委員会『中田遺跡』1974年)と同文様である。平

安末ないし鎌倉初期の所産であろう。21は第 3遺構面のベースである淡

青灰色シルト層から出上した丸瓦である。14は黄灰白色粗砂層直上で出

土した土師器高杯脚部である。

今回の調査では13世紀後半頃の遺構面を 2面、鎌倉初期に遡る可能性

をもつ遺構面を 1面検出した。 S D02で は瓦器を確認していないが、埋

上の遺物は軒丸瓦より時期的に降るようである。したがって S D02の構

築が鎌倉初期に遡るか否かは問題が残る。いずれにせよ、この付近に寺

院のあったことを示す中田遺跡調査会の調査結果を補強するものになる。

褐色斑淡暗灰色粘砂層より出土した帯金具状製品は特殊である。 2枚重

ねの瓦器椀となんらかの関連をもっていた可能性があり、祭祀的な意図

で投棄ないし置かれたものであろう。この時期まで寺院が存在していた

可能性も考えられ、今後の検討課題を残す。
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1,調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5。 基本層序他

11.木の本遺跡 (92-70)の調査

南木の本 4丁目地内

平成 4年 12月 9日

道 路 築 造

施工予定地の北、南、中央にそれぞれ 4m四方の調査区を設定し、そ

れぞれ地表下約 3m付近まで重機と人力を併用して掘削した。

調査区 3ヵ 所の基本層序はほとんど変わらない。地表面の高さはTP
+9.8m前後、市道を経た南側では盛上のためTP+10.4m前後となる。

TP+6.7m以下は暗灰色シル ト層であり、この上には厚さ0.7m前後

の灰色系の砂層が堆積し、この上には厚さ 0.4m前後の自色斑灰色粘土

層が堆積する。これは水田であった可能性のある土層であり、上面の高

さはTP+7.8m～ 8.15mである。この上にはさらに0.2m～0.4mの粗
砂層が堆積する。ここからは土師器珂ヽ片が一片出土している。この上に

は南及び中央の調査区では灰色系の粘砂・粘土層が約 0.lm～ 0。 15mず

!帥
畔

圏目曰
圏目圏
醐

第41図 調査地周辺図 (1/5000)
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6.備  考

Jヒグリット

リット

「
第42図 調査区設定図 (1/2000)

つ、0。 9m～ 1.Om堆積している。これもまた、土層状態の観察から水田

であった可能性のある層である。このうち褐色斑灰色粘砂層、黄褐色斑

砂混粘砂層からは、土師器の河ヽ片が出上している。また、北調査区では

これに対応するTP+8.4m～ 9.05m付近は糧砂層の堆積であり、水田

想定層をきりこむ自然流路のあったことがわかる。

当調査では出土遺物が細片であるため、各土層の時期は限定しがたい。

しかしながら、付近で行なわれたこれまでの調査から、ある程度の推測

は行ないえる。北調査区でTP+7.4m付近以下で確認した灰色シル ト

混砂層、暗灰色有機物混シル ト層等は弥生後期～庄内期の包含層となる

可能性をもつ。しかしながら今回の調査では決め手となる遺物等を確認

できなかった。また、各調査区で確認した水田想定層も第 2大正小学校

調査時に確認された古墳時代から鎌倉時代に及ぶ水田遺構となんらかの

関連をもつものであろう。さらに大阪市側の長原遺跡の層序との対応関

係も今後検討していく必要がある。 (吉田)

lMl八尾市文化財調査研究会『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』

1989年。

lefl八尾市文化財調査研究会『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』

1988年。                        (吉 田)
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.調 査 概 要

12.中 田遺跡 (92-314)の調査

八尾木北 6丁目地内

平成 4年 12月 15日 、16日

公共下水道工事

陥 1人孔部と配 2人孔部にそれぞれ 2m四方の調査区を設定し、重機

と人力を併用して掘削した。

〔陥 1人孔部〕地表下1.16m～1.24m(TP+9.42m～ 9.52m)で中世

の土器片を含む褐色斑灰色粘砂層を確認した。またこの下の地表下1.24

m～1.46m(TP+9.2m～ 9.42m)で古墳時代中期の土器片を含む褐

灰色粘砂層、褐色斑淡灰紫色シル ト質粘砂層を確認した。さらに地表下

2.8mまで掘削を行なったが遺構 。遺物は確認できなかった。

〔No 2人孔部〕地表下 2.5mまで掘削を行なったところ、地表下 1,6m

～2.12m(TP+9.04m～ 8.5m)で古墳時代前期の上器片を含む褐灰

紫色シル ト質粘砂層、暗灰青色粘砂層を確認した。
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第46図 基本層序模式図 (1/40)

6.備   考    当調査地の西側の構根川沿岸においても当調査地のそれと対応する遺
構面が確認されている。

第45図 調査区設定図 (1/1000)
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